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　７月２８日・２９日に利根小学校５・６年生３７名が
上野村自然体験事業に参加しました。１日目は木工体験
や川遊び、星空観測を行い、２日目は不仁洞、上野スカ
イブリッジを見学しました。上野村の自然を満喫し、夏
休みの大切な思い出を作ることができました。

　７月 10日、ひたちなか市総合運動公園総合体育館に
て「交通安全こども自転車茨城県大会」が開催されまし
た。
　自転車競技を通じて、児童が自転車の安全走行に関す
る知識と技能を身につけ、交通安全への意識の高揚を図
ることを目的として行われました。
　第59回を迎えた今大会は、県内の各地区代表27チー
ムが参加しました。取手地区（取手市・守谷市・利根町）
の代表として出場した利根小学校の児童６名が、約１カ
月間の練習の成果を発揮し、見事団体の部で３位、個人
の部において３位入賞を果たしました。

　町では、毎年８月６日に広島市で行われる広島平和
記念式典に中学生を派遣しています。８月５日・６日
の日程で、利根中学校の代表生徒６名が参加しました。
　記念式典は、厳かな雰囲気で行われ、生徒たちは真
剣な面持ちで世界恒久平和を祈りました。
　式典への参列、被爆体験講話、広島平和記念資料館
の見学、碑めぐりなどをとおして、平和について学び、
知識と理解を深めました。

　「社会を明るくする運動」とは、すべての国民が、犯
罪や非行の防止と立ち直りについて理解を深め、それ
ぞれの立場において力を合わせ、明るい地域社会を築
くための運動です。
　７月１日に取手駅および町内のスーパーにて利根町
の保護司・更生保護女性会合同で「社会を明るくする
運動」のキャンペーンを行いました。
　また、７月11日に取手地区保護司会利根支部の
大
お お た け ま さ と

竹正人会長より、利根中学校3年生へボールペンな
どが寄贈されました。 
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利根町戦没者追悼式が挙行されました

　８月８日、利根町文化センター多目的ホールに
おいて、利根町戦没者追悼式が、厳粛に執り行わ
れました。
　先の大戦で亡くなられた当町関係者の多くの御
霊に対し、謹んで追悼の意をささげるとともに、
ご遺族のご労苦に対して深く敬意を表し、町民の
総意として恒久の平和を祈念しました。
　式典には町遺族会の方々のほか、国・県などの
関係者をはじめ大勢の来賓を迎え、約 80名が出
席されました。
　式典では国歌斉唱に続いて戦没者の方々に黙と
うをささげた後、山﨑町長の式辞に続き来賓の皆
さまからもそれぞれ追悼の言葉が述べられまし
た。そして、利根中学校の生徒代表より「平和の
誓い」が読み上げられ、参列者が祭壇へ花を供え
ました。

利根町初！ 3 位入賞！
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　町では平成 20年から、中学２年生や一般の方、また各
種団体などを対象に、認知症サポーター養成講座を開催し
ています。７月にも利根中学校２年生を対象に開催し、受
講者は累計 2,800 名を超えました。
　今回の講座では、認知症についての正しい知識を習得す
るとともに、寸劇・グループワーク・声掛け練習をとおし
て、認知症の方に地域で何ができるのかを考えていただき
ました。
　終了後のアンケートでは、認知症の症状や対応方法につ
いて、受講者全員が理解した・おおむね理解したと回答し、
「身の周りで沢山の人が認知症になっているため、その人
達をサポート出来るようにしたいと思った」、「優しく寄り
添って接してあげることが一番大切」、「対応の仕方や接し
方で症状の改善に繋がることが理解できた」などと感想が
寄せられました。
　この講座を通じて、認知症は特別なものではなく、誰も
が関わる可能性があることを実感するとともに、地域で支
え合う大切さを学ぶことができました。


